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〔川見典久〕

口絵４　墨江武禅「山水図」（北島古美術研究所）



墨江武禅の刀装具制作
―江戸時代における絵画と工芸の関係性―

〔川見典久〕

口絵５　墨江武禅「驟雨帰牧図小柄」（個人蔵）同　部分
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は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
武
士
が
携
え
た
刀
剣
の
外
装
（
拵
え
）
に
は
、
目
貫
、
笄
、
小
柄
、

縁
・
頭
な
ど
の
金
具
（
刀
装
具
）
が
付
属
す
る
。
金
、
銀
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩

な
素
材
を
用
い
、
精
緻
な
彫
金
技
術
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
図
様
を
あ
ら
わ
し
て
お

り
、
特
に
江
戸
中
期
以
降
に
お
け
る
意
匠
の
多
さ
や
造
形
表
現
に
は
目
を
見
張
る

発
達
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
横
谷
宗
珉
、
一
宮
長
常
の
二
人
を
取
り
上
げ

て
そ
の
制
作
に
お
け
る
意
識
や
背
景
を
考
察
し
て
き
た
。
江
戸
で
活
動
し
た
宗
珉

は
幕
府
御
用
彫
物
師
の
後
藤
家
に
学
び
な
が
ら
そ
の
作
風
を
脱
し
、
交
流
の
深
い

画
家
・
英
一
蝶
の
画
趣
を
金
工
に
表
現
し
て「
町
彫
の
祖
」と
賞
賛
さ
れ
た（
１
）。

一
方
、

一
世
代
後
に
京
都
で
活
躍
し
た
長
常
は
、「
生
写
も
の
を
好
む
」
と
評
さ
れ
、
同

時
代
の
画
家
・
円
山
応
挙
と
共
通
す
る
制
作
意
識
を
有
し
た
こ
と
が
わ
か
る（
２
）。
刀

装
具
の
世
界
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
両
者
と
も
に
画
家
と
の
深
い
関
係
性

が
看
て
取
れ
、
工
芸
に
お
い
て
新
し
い
図
様
や
作
風
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
時
に

は
、
ま
ず
絵
画
に
取
材
す
る
と
い
う
の
が
自
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
す

れ
ば
、
工
芸
に
お
け
る
様
式
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
、
絵
画
史
の
流
れ
を
無
視
し

て
は
成
り
立
た
ず
、
し
か
も
、
刀
装
具
の
表
現
が
絵
画
の
様
式
変
化
に
先
行
す
る

墨
江
武
禅
の
刀
装
具
制
作

―
江
戸
時
代
に
お
け
る
絵
画
と
工
芸
の
関
係
性
―

川　

見　

典　

久

こ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
名
品
と
さ
れ
る
も
の
の
な
か
に
も
こ
の
原
則
に
当

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
資
料
性
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
や
技
法
の
検
討
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
絵

画
史
を
踏
ま
え
た
議
論
が
金
工
を
語
る
う
え
で
も
不
可
欠
で
あ
り
、
絵
画
と
金
工

作
品
、
画
家
と
彫
物
師
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
に
追
及
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、基
本
的
に
専
門
の
職
人
で
あ
る
彫
物
師
の
な
か
に
あ
っ
て
、

画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
余
技
と
し
て
お
こ
な
っ
た
刀
装
具
制
作
で
高
い
評
価
を
得

た
人
物
と
し
て
、大
坂
の
墨
江
武
禅
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
六
）
を
取
り
上
げ
る
。

武
禅
の
作
品
は
絵
画
、
金
工
と
も
に
数
が
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
近
年
資

料
性
を
有
す
る
と
考
え
る
小
柄
を
見
出
し
た
。
作
品
紹
介
と
と
も
に
、
武
禅
が
ど

の
よ
う
な
意
識
で
刀
装
具
を
制
作
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
画
業
と
ど
の
よ
う
な
関

係
性
を
有
す
る
の
か
を
考
え
た
い
。

一　

経
歴
と
画
業

　

墨
江
武
禅
は
名
を
寛
ま
た
は
道
寛
、
字
を
子
全
、
通
称
を
与
兵
衛
、
の
ち
荘
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蔵
と
い
い
、
武
禅
、
心
月
、
蒙
斎
な
ど
と
号
し
た（

３
）。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
版

の
『
浪
華
郷
友
録
』
に
よ
る
と
居
所
は
舟
町
（
大
阪
市
西
区
土
佐
堀
一
丁
目
・
江

戸
堀
一
丁
目
）
で
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
版
で
は
「
太
道
寛
」
と
記
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
太
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
業
は
永
田
屋
を
屋
号
と
す
る

船
頭
で
、
廻
船
と
浜
を
往
復
し
て
積
み
荷
を
運
ぶ
上
荷
船
を
営
ん
だ
親
方
格
の
旧

家
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
化
三
年
正
月
三
十
日
に
亡
く
な
り
、
菩
提
寺
は
妙
福
寺

（
大
阪
市
北
区
末
広
町
）
で
、
戒
名
を
春
光
院
武
禅
信
士
と
い
う（
４
）。

武
禅
は
月
岡
雪
鼎
（
一
七
二
六
～
八
七
）
に
学
ん
だ
画
家
と
し
て
知
ら
れ

る
。
雪
鼎
は
京
狩
野
派
の
高
田
敬
甫
に
画
を
習
い
、
大
坂
を
拠
点
に
『
絵
本
龍
田

山
』（
宝
暦
三
年
〈
一
七
五
三
〉
刊
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
版
本
に
挿
絵
を

描
い
た
。
弟
子
で
あ
る
桂
宗
信
（
一
七
三
五
～
九
〇
）、
森
周
峯
（
一
七
三
八
～

一
八
二
三
）、
蔀
関
月
（
一
七
四
七
～
九
七
）
ら
も
版
本
の
挿
絵
を
多
く
手
掛
け

て
い
る
も
の
の
、
武
禅
に
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
数

少
な
い
挿
絵
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
仙
果
亭
嘉
栗
に
よ

る
『
狂
歌
奈
良
飛
乃
岡
（
な

ら
ひ
の
岡
）』（
安
永
六
年

〈
一
七
七
七
〉
刊
）
に
円
山

応
挙
や
与
謝
蕪
村
、
福
原
五

岳
、
同
門
の
宗
信
、
周
峯
、

関
月
ら
と
と
も
に
寄
せ
た
も

の
が
あ
る（
５
）。
雲
と
月
を
描
く

が
、
他
の
挿
絵
に
比
べ
て
極

端
な
略
筆
で
あ
り
、
そ
の
画

風
を
窺
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
図
１
）。

現
存
す
る
絵
画
作
品
も
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
な
か
で
、
関
月
と
と
も
に

手
掛
け
た
と
み
ら
れ
る
久
本
寺
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
八
丁
目
）
の
障
壁
画
は
貴

重
な
作
例
で
あ
ろ
う
。「
松
林
図
」
と
「
柴
垣
に
菊
図
」
が
武
禅
の
作
と
み
ら
れ

て
お
り
、
落
款
の
読
め
る
前
者
は
襖
四
面
の
右
上
端
に
遠
山
を
配
し
、
下
方
に
松

林
を
描
く（
６
）。

「
山
水
図
」（
口
絵
４
）
は
縦
二
二
・
八
セ
ン
チ
、
横
二
四
・
〇
セ
ン
チ
の
紙
本
に

描
い
た
小
品
で
あ
る
。
画
面
上
半
に
山
並
み
を
配
し
、
そ
こ
か
ら
出
た
川
の
流
れ

が
右
か
ら
左
へ
横
切
る
。
画
面
中
央
に
か
か
る
橋
の
上
で
は
、
欄
干
に
寄
り
か
か

る
人
物
が
川
を
ゆ
く
小
舟
を
眺
め
る
。
大
き
な
双
松
が
生
え
る
橋
の
手
前
に
は
石

碑
が
建
ち
、
笠
を
か
ぶ
っ
た
武
士
ら
し
き
人
物
と
杖
を
つ
い
た
老
人
の
二
人
が
目

を
留
め
る
。
中
景
の
山
の
輪
郭
線
や
樹
木
の
幹
、
土
坡
に
は
肥
痩
の
あ
る
や
や
太

め
の
筆
を
用
い
、
地
面
や
水
面
に
は
乾
い
た
横
方
向
の
細
い
線
を
入
れ
て
変
化
を

付
け
る
。
川
の
両
岸
に
生
え
る
樹
木
は
種
類
に
よ
っ
て
葉
の
形
や
潤
渇
を
変
え
て

区
別
す
る
（
図
２
）。
淡
彩
に
よ
る
あ
っ
さ
り
と
し
た
作
品
な
が
ら
、
適
度
に
濃

墨
を
配
す
る
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
筆
墨
に
よ
り
立
体
的
な
山
水
風
景
を
あ
ら
わ

す
。武

禅
は
寛
政
八
年
に
開
催
さ
れ
た
東
山
新
書
画
展
観
に
「
水
墨
山
水
」
を
出
品

し
て
お
り
、
現
存
す
る
な
か
の
質
の
高
い
作
品
は
本
作
の
よ
う
な
山
水
画
が
多
い

印
象
を
受
け
る
。
静
岡
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
芙
蓉
峯
細
見
之
図
」
は
寛
政

十
年
、
十
一
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
登
っ
た
富
士
山
の
様
子
を
描
い
て
お
り
、
登

山
口
や
道
の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
文
章
を
添
え
て
あ
ら
わ
す
な
ど
、
実
景
に

基
づ
く
風
景
画
と
い
う
よ
り
は
絵
図
に
近
い
（
図
３
）。『
狂
歌
奈
良
飛
乃
岡
』
の

挿
絵
に
も
「
友
水
愛
山
」
の
印
影
を
捺
す
こ
と
か
ら
、
山
水
へ
の
強
い
興
味
、
関

心
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
武
禅
が
力
を
入
れ
た
趣
味
の
ひ
と
つ
で
あ

図１　『狂歌奈良飛乃岡（ならひの岡）』
（大阪市立図書館）
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図２　墨江武禅「山水図」部分（北島古美術研究所）

図３　墨江武禅「芙蓉峯細見之図」（静岡県立美術館）
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る
占
景
盤
か
ら
も
み
て
み
よ
う
。

二　

占
景
盤
と
武
禅
の
山
水
画
観

江
戸
の
考
証
家
・
喜
多
村
筠
庭
の
『
嬉
遊
笑
覧
』（
文
政
十
三
年
〈
一
八
三
〇
〉

序
）
に
は
、
武
禅
が
庭
に
仮
山
を
築
き
、
あ
る
い
は
盆
上
に
石
膏
で
山
水
を
作
る

こ
と
を
楽
し
ん
だ
と
あ
る
。

浪
花
の
画
工
長
田
武
禅
は
、
月
岡
丹
下
が
門
人
に
て
能
画
也
。
貧
を
安
と
し

て
陋
巷
に
居
れ
り
。
常
に
暑
さ
も
寒
さ
も
は
げ
し
き
頃
は
、
業
を
廃
し
て
小

庭
に
仮
山
を
作
り
て
楽
み
、
夏
日
は
盆
上
に
石
膏
を
積
て
山
と
な
す
。
四
方

正
面
の
如
く
作
る
こ
と
を
よ
く
せ
り
。
画
法
に
よ
る
な
る
べ
し
。
陸
務
観
が

『
入
蜀
記
』
に
「
乾
道
六
年
閏
五
月
廿
五
日
云
々
。
晩
、
葉
夢
錫
侍
郎
衡
よ

り
飲
に
招
か
る
。
案
間
、
礬
山
数
盆
を
設
け
、
之
を
望
む
こ
と
雪
の
如
し
」。

武
禅
こ
れ
を
お
も
へ
る
な
る
べ
し
。

『
摂
陽
奇
観
』（
浜
松
歌
国
、
天
保
四
年
〈
一
八
三
三
〉）
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

の
項
に
は
「
一　

景
盤
流
行　

浪
花
の
市
中
に
大
ひ
に
翫
ひ
好
人
山
巡
り
と
て
遊

観
ス
」
と
あ
り
、こ
の
頃
大
坂
市
中
に
お
い
て
占
景
盤
が
流
行
し
た
と
回
顧
す
る
。

模
刻
し
た
「
占
景
盤
好
家
」
と
題
す
る
刷
物
の
筆
頭
に
「
舟
丁　

墨
江
」
と
掲
載

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
流
行
の
中
心
に
武
禅
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
禅
没
後
の
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
子
の
愛
山
が
二
十
四
図
の
占
景
盤

と
そ
の
作
り
方
を
解
説
し
た
『
占
景
盤
』
を
私
家
版
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
愛

山
に
よ
る
跋
文
に
よ
る
と
、
武
禅
は
石
を
好
み
、
百
以
上
の
占
景
盤
を
求
め
に
応

じ
て
制
作
し
た
と
い
い
、武
禅
の
作
っ
た
占
景
盤
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
、

ま
た
そ
の
図
を
求
め
る
同
好
者
の
た
め
に
発
行
し
た
と
あ
る
。
本
書
に
よ
る
と
、

占
景
盤
は
鉢
や
盆
に
土
を
盛
り
、
石
や
小
樹
を
配
置
し
て
仮
山
を
造
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
陶
製
の
楼
や
塔
、
亭
、
門
な
ど
の
建
物
や
人
物
、
舟
、
橋
、
水
禽
を
配

し
た
も
の
で
、
中
国
山
水
画
に
描
か
れ
た
風
景
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
と
わ
か
る

（
図
４
）。
作
る
際
の
注
意
書
き
に
は
、
素
晴
ら
し
い
景
色
に
逢
え
ば
よ
く
そ
れ
を

覚
え
て
お
い
て
、
真
の
山
水
を
再
現
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
と
あ
り
、
単

な
る
中
国
的
景
観
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
は
な
く
、
山
水
の
空
気
感
を
あ
ら
わ
す
こ
と

が
重
要
で
あ
っ
た
。
同
好
者
以
外
か
ら
も
好
評
を
博
し
た
と
み
ら
れ
、
文
政
九
年

に
は
蔀
関
牛
に
よ
る
見
返
し
と
篠
崎
小
竹
に
よ
る
序
を
加
え
て
、『
占
景
盤
図
式
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

絵
画
だ
け
で
な
く
、
占
景
盤
に
も
意
を
注
い
だ
武
禅
の
山
水
に
対
す
る
思
い
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
伝
え
る
の
が
、
交
流
の
あ
っ
た
上

田
秋
成
に
よ
る
「
代
太
武
禅
祝
寿
画
説
」
と
題
し
た
文
章
で
あ
る（
７
）。

武
禅
太
子
全
居
常
に
山
水
を
画
く
を
以
て
楽
と
為
し
、
未
だ
曾
て
其
の
它
に

及
ば
ざ
る
な
り
。
偶
た
ま
人
有
て
祝
寿
画
を
需
め
ば
、則
ち
亦
山
水
を
画
き
、

以
て
貺
ふ
。
或
ひ
と
問
ふ
に
、
子
の
祝
寿
や
、
山
水
に
非
ざ
る
無
し
。
抑
も

亦
因
る
所
有
る
か
。
子
全
、
之
に
応
じ
て
曰
く
、
孤
陋
固
よ
り
倫
を
亡
ふ
に

因
る
所
有
る
や
否
や
。
然
り
と
雖
も
竊
か
に
之
を
思
う
に
、
天
地
の
間
、
今

古
其
の
形
を
改
め
ず
は
、
夫
れ
惟
だ
山
水
の
み
。
松
柏
の
寿
、
何
ぞ
南
山
の

比
な
ら
ん
や
。
世
人
の
類
、
神
仙
・
亀
鶴
・
松
竹
を
以
て
祝
寿
と
為
す
は
、

流
俗
の
見
な
る
の
み
。
古
へ
よ
り
神
仙
其
の
終
わ
る
所
を
知
る
こ
と
莫
し
と

雖
も
、
千
載
の
下
、
未
だ
復
た
世
に
出
る
を
聞
か
ず
。
亀
鶴
・
松
竹
に

て

は
、
動
も
す
れ
ば
輙
ち
其
の
横
折
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
此
れ
吾
が
山
水
を
画

い
て
祝
寿
と
為
す
所
以
な
り
。
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武
禅
は
山
水
画
を
楽
し
み
と
し
て
お
り
、他
の
画
題
を
描
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。

祝
寿
画
を
求
め
ら
れ
て
も
山
水
を
描
い
た
た
め
、
あ
る
人
が
そ
の
理
由
を
問
い
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
地
上
に
お
い
て
古
よ
り
姿
を
変
え
な
い

も
の
は
山
水
の
み
で
あ
る
。
松
柏
の
寿
命
が
ど
う
し
て
終
南
山
と
比
べ
ら
れ
よ
う

か
。
世
の
人
が
仙
人
や
鶴
亀
、
松
竹
を
描
い
て
祝
寿
と
す
る
の
は
流
俗
の
見
識
で

あ
る
。
古
く
か
ら
神
仙
の
命
が
尽
き
た
こ
と
は
知
ら
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
千
年

間
世
の
中
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
聞
か
な
い
。
鶴
亀
や
松
竹
に
至
っ
て
は
、
失

命
や
枯
死
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
山
水
画
を
祝
寿
と
す
る
理
由
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
武
禅
は
山
水
画
を
最
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
山
水
を

立
体
的
に
あ
ら
わ
し
た
占
景
盤
を
造
り
、
そ
こ
へ
小
さ
く
人
物
な
ど
を
配
し
た
こ

と
も
、
山
水
を
敬
う
意
識
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

三　
「
驟
雨
帰
牧
図
小
柄
」
と
彫
物
師
・
武
禅

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
版
の
『
難
波
丸
綱
目
』
に
は
「
絵
師
」
と
し
て
だ
け

で
な
く
、「
彫
物
師
」
の
項
目
に
も
武
禅
の
名
が
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
伝
存

作
品
の
少
な
さ
も
あ
り
、
金
工
の
分
野
で
武
禅
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
稀
で
あ
る
。
近
年
、
そ
の
画
業
と
も
関
わ
る
武
禅
作
の
刀
装
具
を
見
出
し
た
の

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
武
禅
に
と
っ
て
の
金
工
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
お
き
た

い
。「

驟
雨
帰
牧
図
小
柄
」（
口
絵
５
）
は
九
・
七
☓
一
・
五
☓
〇
・
四
セ
ン
チ
の
四
分

一
（
銅
に
四
分
の
一
銀
を
合
わ
せ
て
色
上
し
た
合
金
）
製
の
小
刀
柄
で
、
俄
か
雨

の
な
か
、
稲
束
を
背
負
っ
た
親
子
が
牛
を
追
い
立
て
な
が
ら
帰
路
を
急
ぐ
図
柄
を

図４　『占景盤』（国文学研究資料館）
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鏨
で
彫
る（

８
）。
手
前
の
小
高
く
盛
り
上
が
る
土
坡
に
は
樹
木
が
生
え
、
葉
叢
が
小
柄

側
面
に
及
ぶ
（
図
５
）。
手
前
の
幹
を
輪
郭
線
で
形
づ
く
る
一
方
、
奥
の
樹
木
は

幹
全
体
を
片
切
彫
り
で
刻
み
、
そ
の
際
、
曲
が
る
箇
所
を
小
刻
み
に
刻
む
こ
と

で
、
ま
る
で
渇
筆
で
描
い
た
よ
う
な
効
果
を
出
し
て
い
る
（
図
６
）。
人
物
に
目

を
向
け
る
と
、
衣
服
は
肥
痩
の
あ
る
曲
線
で
構
成
し
、
細
く
刻
ん
だ
顔
や
手
と
対

比
さ
せ
る
。
背
面
に
は
楷
書
に
よ
る
「
武
禅
」
銘
と
花
押
を
刻
む
（
図
７
）。
な

お
、
差
し
込
ん
だ
「
丹
波
守
吉
道
」
銘
の
穂
先
（
小
刀
の
刀
身
部
分
）
は
先
が
欠

け
、
錆
び
て
小
柄
と
固
着
し
て
い
る
。

武
禅
は
大
坂
の
稲
葉
通
龍
が
編
纂
し
た『
装
剣
奇
賞
』（
天
明
元
年〈
一
七
八
一
〉

刊
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
地
で
は
生
前
よ
り
刀
装
具
の
制
作
で
も
知
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
禅
（
花
押
）　

墨
江
氏　

名
寛　

心
月
ト
號
ス　

大
阪
舩
町
住

浪
華
舩
頭
与
兵
衛
作
ト
銘
ス
ル
ア
リ
。
後
荘
蔵
ト
称
シ
、

今
祝
髪
ス
。

毛
彫
の
上
手
に
て
一
流
の
彫
な
り
。
画
を
よ
く
し
、画
を
以
て
名
あ
り
。

故
に
下
絵
自
由
に
し
て
、
一
入
見
事
な
り
。
宗
珉
風
に
も
あ
ら
ず
、
家

風
に
も
よ
ら
ず
。
風
流
な
る
彫
也
。

こ
こ
に
「
毛
彫
の
上
手
」
と
あ
る
よ
う
に
、
半
立
体
的
な
高
彫
作
品
で
は
な
く
、

金
属
の
平
面
に
鏨
で
図
柄
を
彫
り
付
け
る
毛
彫
り
や
片
切
彫
り
を
得
意
と
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
当
時
は
文
様
と
下
地
（
小
柄
の
本
体
部
分
）
が
分
業
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
、
余
技
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
武
禅
も
文
様
の
無
い
小
柄
の
下
地

を
仕
入
れ
、
図
柄
の
彫
り
の
み
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
絵
画
に
優
れ
た

こ
と
か
ら
下
絵
が
自
由
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
お
り
、
画
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
む

図７　同　背面　部分

図５　墨江武禅「驟雨帰牧図小柄」側面（個人蔵）

図６　同　部分
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し
ろ
武
禅
の
強
み
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、佐
々
木
蜻
洲
に
よ
る
一
枚
刷
「
画
法
系
譜
」（
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉）

に
は
武
禅
が
山
水
画
に
長
じ
、
夜
景
や
雨
中
を
得
意
と
し
た
と
あ
る（
９
）。

本
作
も
斜

め
の
直
線
的
な
彫
り
に
よ
っ
て
雨
を
表
現
し
、
手
前
の
小
山
に
か
か
る
よ
う
に
刻

ん
だ
二
本
の
雨
脚
の
間
を
空
白
と
す
る
こ
と
で
、
見
る
者
に
や
や
強
い
降
雨
で
あ

る
と
感
じ
さ
せ
る
。
頭
上
に
片
手
を
か
ざ
し
、
斜
め
上
を
振
り
返
る
童
子
の
一
瞬

の
動
作
を
切
り
取
り
、
帰
路
を
急
ぐ
二
人
の
姿
を
生
き
生
き
と
造
形
す
る
。
山
水

画
の
一
部
分
に
焦
点
を
当
て
た
よ
う
な
場
面
で
あ
り
、
武
禅
の
画
業
と
金
工
の
繋

が
り
が
窺
え
る
作
品
で
あ
る
。

『
難
波
丸
綱
目
』
に
は
彫
物
師
と
し
て
、
武
禅
と
と
も
に
天
満
伊
勢
町
の
井
筒

屋
文
治（

（1
（

、
安
土
町
二
丁
目
の
宗
田
直
道
が
掲
載
さ
れ
、『
装
剣
奇
賞
』
を
紐
解
く

と
二
十
名
の
職
人
が
大
坂
在
住
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
抜
き
出
し

た
も
の
が
次
頁
の
表
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
延
享
五
年
版
の
『
難
波
丸
綱
目
』

に
掲
載
さ
れ
る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
過
去
の

職
人
や
、
清
久
、
又
三
な
ど
の
鐔
工
も
混
ざ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
大
坂
の
彫
物
師
は
、
一
宮
長
常
の
弟
子
で
あ
る
長
義
以
外
、
現
在
の
刀

装
具
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
京
都
に
そ
の
ル
ー

ツ
を
持
つ
職
人
が
多
く
、
大
坂
に
お
い
て
独
自
の
流
派
を
築
い
た
彫
物
師
が
少
な

い
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
宗
田
直
道
は
京
都
に
お
い
て
父

徳
直
に
学
び
、
の
ち
大
坂
に
出
て
開
業
し
た
。「
人
物
を
彫
る
事
上
手
な
り
。
高

彫
肉
合
彫
等
、
至
て
見
事
に
し
て
力
あ
り
。
但
売
物
に
出
す
仕
入
の
物
は
其
作
大

に
お
と
れ
り
」
と
評
さ
れ
、『
鏨
工
譜
略
』（
天
保
十
三
年
〈
一
八
四
二
〉）
に
「
納

子
自
彫
物
工
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
地
の
納
子
（
魚
々
子
）
を
自
ら
打
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
酉
井
乗
光
は
俗
称
を
升
屋
宇
兵
衛
と
い
い
、
京
都
・
升
屋
喜

兵
衛
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
知
真
は
通
称
を
弥
七
と
い
い
、
一
宮
長

義
と
同
じ
く
京
都
出
身
で
、の
ち
大
坂
に
出
て
開
業
し
た
と
伝
え
る
。『
装
剣
奇
賞
』

の
編
者
・
稲
葉
通
龍
は
大
坂
で
雑
貨
商
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

同
時
代
の
彫
物
師
に
つ
い
て
は
詳
し
く
正
確
な
情
報
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
う
ち
、
居
所
が
明
記
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
そ
の
位
置
を
図
８
に
示
し
た
。

こ
れ
を
見
る
と
、
大
坂
城
の
西
方
、
現
在
の
谷
町
四
丁
目
交
差
点
北
西
一
帯
の
、

東
西
は
善
庵
筋（
谷
町
筋
の
西
一
筋
目
）か
ら
骨
屋
筋（
松
屋
町
筋
の
東
一
筋
目
）、

南
北
は
常
磐
町
か
ら
追
手
筋
の
限
ら
れ
た
範
囲
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。一

方
、武
禅
の
住
む
舟
町
は
現
在
の
地
下
鉄
四
つ
橋
線
肥
後
橋
駅
付
近
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
（
図
８
―
⑪
）。
鉄
に
金
銀
を
象
嵌
す
る
南
蛮
細

工
師
・
村
上
真
鏡
（
図
８
―
⑥
）
や
木
工
を
主
と
す
る
斎
藤
善
五
郎
（
図
８
―
⑱
）

ら
に
つ
い
て
は
、素
材
や
技
法
の
違
い
に
よ
り
居
所
が
異
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

安
永
四
年
版
『
浪
華
郷
友
録
』
を
み
る
と
、
絵
画
の
師
で
あ
る
月
岡
雪
鼎
は
塩
町

心
斎
橋
（
大
阪
市
中
央
区
南
船
場
）、同
門
の
桂
宗
信
は
今
橋
中
橋
筋
北
横
町
（
中

央
区
今
橋
二
丁
目
）、
森
周
峯
は
同
じ
舟
町
、
蔀
関
月
は
堂
島
中
二
丁
目
（
北
区

堂
島
浜
一
丁
目
）（

（1
（

に
居
住
し
て
お
り
、
雪
鼎
が
や
や
離
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
か

な
り
近
い
地
域
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
武
禅
の
居
所
は
本
業
の
た
め

で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
な
鐔
工
や
彫
物
師
と
は
異
な
る
地
域
で
あ
り
、
距
離
的
に

は
画
家
と
し
て
の
共
同
体
に
近
か
っ
た
。『
占
景
盤
』
に
も
画
業
の
傍
ら
に
仮
山

を
造
っ
た
と
は
あ
る
も
の
の
、
刀
装
具
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も

そ
も
絵
画
自
体
も
意
に
沿
わ
な
け
れ
ば
求
め
ら
れ
て
も
描
か
な
か
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り（

（1
（

、
刀
装
具
に
至
っ
て
は
そ
の
制
作
数
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

大
坂
の
彫
物
師
と
し
て
の
武
禅
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
人
物
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№ 姓名 通称等 居所 備考 難波丸綱目
延享版 安永版

1 又三 （磨角又三郎） 常盤町骨屋町 鐔工 〇
2 鵜飼五郎右衛門 追手筋善庵筋西 大日釜調の師 〇
3 廣田新七 彫物屋新七 追手筋善庵筋西入 釣り竿に鮎の目貫・小柄 〇
4 奥村廣長 又五郎 鑓屋町善庵筋北入 銘に後藤弟子 〇
5 大日釜調 鑓屋町谷町西入 俳諧師
6 村上真鏡 天王寺駒ヶ池 鉄に金銀の南蛮細工師
7 知真 弥七 京都産、のち大坂
8 酉井乗光 升屋宇兵衛 菅田町善庵筋 京都・升屋喜兵衛の弟子
9 佐々木忠連 三郎兵衛 玉造
10 一保 井筒屋文治、越俊斎 内本町善庵筋西入 〇
11 墨江武禅 舟町 舟頭、画家 〇
12 宗田直道 又兵衛 （安土町三丁目） 京都・宗田徳直の子 〇
13 宗田直重
14 宗田直峯 治助、一山斎
15 一宮長義 長常男、京都のち大坂
16 後藤信安 与左衛門 伏見堀二丁目
17 清久 鍔屋 南糸屋町骨屋町 鐔工
18 斎藤善五郎 瓦町御霊筋角 木彫・堆朱彫にて目貫・鐔
19 藤田勝尹 面尽、蛸
20 後藤平右衛門

※通称等および居所の（　）は『難波丸綱目』に拠る。

図
８　

大
坂
に
お
け
る
彫
物
師
の
居
所

表　『装剣奇賞』に掲載される大坂の彫物師
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と
し
て
、
俳
諧
師
で
も
あ
っ
た
大
日
釜
調
が
い
る
。『
装
剣
奇
賞
』
に
も
次
の
よ

う
に
激
賞
さ
れ
、
個
性
的
な
彫
物
師
と
し
て
そ
の
作
品
が
大
坂
に
お
い
て
珍
重
さ

れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

釜
調
［
花
押
］　

大
日
氏　

大
坂
鑓
屋
町
谷
町
西
へ
入
所
に
住

凡
上
工
の
か
た
ち
を
な
す
に
、
必
ず
其
人
に
髣
髴
た
る
も
の
は
、
こ
れ
を
心

に
得
て
、
手
に
応
ず
れ
ば
也
。
釜
調
が
為
人
放
縦
に
し
て
、
貧
賤
に
戚
々
た

ら
ざ
る
、
古
人
の
操
を
尚
ぶ
か
故
に
、
其
工
め
る
所
、
真
率
に
し
て
、
翫
ぶ

人
を
快
活
な
ら
し
む
る
の
境
に
至
れ
り
。
此
人
俳
諧
の
発
句
を
こ
の
み
て
、

頗
る
其
名
き
こ
ゆ
。
今
其
風
流
を
お
も
ふ
に
、

降
ら
ぬ
日
は
風
の
か
か
ゆ
る
し
ぐ
れ
か
な

誰
捨
て
流
る
る
苗
に
ほ
た
る
か
な

な
ど
得
意
の
作
に
し
て
あ
る
ま
じ
た
れ
ど
、
偶
お
も
ひ
出
せ
る
が
ゆ
え
に
、

こ
こ
に
記
す
。
此
人
彫
琢
に
お
い
て
は
、甚
だ
妙
な
れ
ど
も
、名
を
干（
も
と
）

め
ざ
れ
ば
、
其
作
今
多
く
残
ら
ず
。
よ
つ
て
他
州
に
は
し
ら
ざ
る
人
あ
れ
ど

も
、
此
津
に
て
は
競
ひ
て
こ
れ
を
も
と
む
。
故
に
価
も
又
廉
な
ら
ず
。
其
工

の
位
は
十
目
の
見
る
に
ま
か
せ
て
、
こ
こ
に
評
せ
ず
。
い
さ
さ
か
其
人
と
な

り
を
伝
ふ
。

俳
諧
に
お
い
て
は
鹿
島
白
羽
の
門
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
に
は
師
匠
の
高
判
集
『
な
に
は
筏
（
白
羽
評
二
百
歌
仙
高
判
抜
粋
）』

を
編
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
桜
坊
舞
雪
が
一
炊
庵
紹
廉
の
一
周
忌
追
善
集
と
し
て

編
纂
し
た
『
雪
達
摩
』（
宝
暦
十
二
年
〈
一
七
六
二
〉
刊
）
に
は
二
首
を
寄
せ
る
。

俳
諧
や
絵
画
に
傾
倒
す
る
こ
と
が
刀
装
具
制
作
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
、

周
囲
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る
状
況
が
見
て
取
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
釜
調
は
彫
物

師
・
鵜
飼
五
郎
右
衛
門
の
も
と
で
修
業
し
、
居
所
も
同
業
者
が
集
ま
る
一
帯
で
あ

る
こ
と
か
ら
（
図
８
―
⑤
）、
武
禅
と
は
逆
に
刀
装
具
制
作
を
主
と
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
絵
画
を
主
と
し
つ
つ
、
金
工
に
も
取
り
組
ん
だ
武
禅
の
特
異
性
が
一

層
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

お
わ
り
に

武
禅
は
本
業
の
か
た
わ
ら
、
絵
画
、
刀
装
具
、
占
景
盤
な
ど
多
様
な
方
面
に
興

味
を
示
し
、
そ
の
制
作
に
没
頭
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
方
面
へ
の
関
心
は
、
長
崎

へ
の
舶
来
品
も
ふ
く
め
た
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
運
び
込
ま
れ
る
大
坂
の
地
域
性
と
も

深
く
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
そ
れ
ら
は
別
々
の
趣
味
で
は
な
く
、
武
禅
の
山
水

に
対
す
る
強
い
憧
憬
や
共
感
が
共
通
す
る
関
心
と
し
て
窺
え
た
。
刀
装
具
と
絵
画

が
表
現
だ
け
で
な
く
制
作
意
識
も
深
く
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
刀
装
具

の
正
し
い
鑑
識
の
た
め
に
は
、
絵
画
史
に
対
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
あ
ら

た
め
て
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
そ
の
絵
画
へ
の
理
解
も
、
他
の
研
究
者
に
よ
る

既
存
の
価
値
観
や
鑑
識
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
誤
る
可
能
性
が
高
い
。
研
究
は

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
の
鑑
識
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
多
く
の
研

究
者
が
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
当
に
真
作
で
あ
る
保
証
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
り
、
筆
者
は
本
稿
で
紹
介
し
た
武
禅
作
の
小
柄
を
真
作

と
判
断
し
た
が
、
こ
れ
を
他
の
研
究
者
が
用
い
る
場
合
に
は
そ
の
資
料
性
を
再
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
他
者
の
眼
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
判
断
を
拠
り

ど
こ
ろ
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

武
禅
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
心
を
有
し
て
互

い
に
交
流
し
て
お
り
、
画
家
や
俳
諧
師
と
い
っ
た
肩
書
は
そ
の
一
面
を
あ
ら
わ
す

に
過
ぎ
な
い
。
現
代
人
で
あ
る
我
々
が
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
自
身
の
専
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註（１
）　

拙
稿
「
横
谷
宗
珉
の
実
像
―
刀
装
具
「
町
彫
」
成
立
の
背
景
―
」（『
古
文
化
研
究
』

一
一
、二
〇
一
二
年
）。

（
２
）　

拙
稿
「
一
宮
長
常
の
制
作
に
お
け
る
「
生
写
」
―
装
剣
金
工
の
文
様
表
現
に
み
る
合
理

性
―
」（『
古
文
化
研
究
』
一
四
、二
〇
一
五
年
）。

（
３
）　

武
禅
に
つ
い
て
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
等
に
お
け
る
「
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、
若

冲
も
」
展
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
以
下
に
述
べ
る
武
禅
の
経
歴
や
関
連
資
料

に
つ
い
て
は
同
展
の
図
録
（
岩
佐
伸
一
・
伊
藤
紫
織
・
松
岡
ま
り
江
〈
企
画
・
編
集
〉『
唐

画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、
若
冲
も
』、
大
阪
歴
史
博
物
館
・
千
葉
市
美
術
館
・
産
経
新
聞
社
、

二
〇
一
五
年
）、
お
よ
び
こ
こ
に
収
録
さ
れ
る
岩
佐
伸
一
氏
に
よ
る
「
概
説　

墨
江
武
禅

と
林
閬
苑
」
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
４
）　

鎌
田
春
雄
『
近
畿
墓
跡
考　

大
阪
之
部
』（
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
年
）
に
は
詳
し
い
墓

石
の
特
徴
や
位
置
と
と
も
に
、
正
面
に
「
敬
處
」「
墨
江
武
禅
墓
」「
蕣
女
」、
背
面
に

「
文
化
十
三
年
丙
子
十
一
月
二
十
日　

徳
本
院
妙
亮
信
女
」「
文
化
三
年
丙
寅
正
月
廿
九
日　

春
光
院
武
禅
信
士
」「
文
化
九
年
壬
申
七
月
五
日　

観
理
院
慈
性
信
士
」
と
刻
ま
れ
て
い

た
と
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
同
寺
に
墓
石
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
５
）　

西
島
孜
哉（
編
）『
狂
歌
な
ら
ひ
の
岡　

狂
歌
藻
塩
草　

拾
遺
藻
塩
草　

狂
歌
芦
分
船（
近

世
上
方
狂
歌
叢
書
四
）』（
近
世
上
方
狂
歌
研
究
会
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
）。

（
６
）　

田
中
敏
雄 

「
久
本
寺
（
大
阪
市
）
の
障
壁
画 

蔀
関
月
・
墨
江
武
禅
他
の
襖
絵
」（『
近

世
日
本
絵
画
の
研
究
』、
作
品
社
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）。

（
７
）　

藤
井
乙
男
編
『
秋
成
遺
文
』（
修
文
館
、
一
九
一
九
年
）、
註
（
３
）
岩
佐
氏
論
考
参
照
。

な
お
、
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
あ
ら
た
め
た
。

（
８
）　

本
作
は
註
（
３
）「
唐
画
も
ん
」
展
お
よ
び
同
図
録
で
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
た
。

（
９
）　
『
日
英
交
流
大
坂
歌
舞
伎
展
―
上
方
役
者
絵
と
都
市
文
化
―
』（
大
阪
歴
史
博
物
館
・
早

稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
註
（
３
）
岩
佐

氏
論
考
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　
『
装
剣
奇
賞
』
で
は
「
天
満
伊
勢
町
」
で
は
な
く
、「
内
本
町
善
庵
筋
西
入
」
と
な
る
。

図
８
に
は
後
者
を
示
し
た
。

（
11
）　

蔀
関
月
の
居
所
は
寛
政
二
年
版
『
浪
華
郷
友
録
』
で
は
尼
崎
町
二
丁
目
（
大
阪
市
中
央

区
今
橋
三
丁
目
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　
『
あ
す
な
ら
ふ
拾
遺
』（
大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
四
輯　

近
世
大

坂
風
聞
集
』
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
一
九
八
八
年
）、
註
（
３
）
岩
佐
氏
論
考
。

図
版
出
典

図
１　

大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（http://im
age.om

l.city.osaka.lg.jp/archive/

）。

図
２　

北
島
古
美
術
研
究
所
提
供
。

図
３　

岩
佐
伸
一
・
伊
藤
紫
織
・
松
岡
ま
り
江
〈
企
画
・
編
集
〉『
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、

若
冲
も
』（
大
阪
歴
史
博
物
館
・
千
葉
市
美
術
館
・
産
経
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）。

図
４　

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200016632/view
er

）。

図
８　
「
改
正
摂
津
大
坂
図
」（
寛
政
元
年
〈
一
七
八
九
〉　

黒
川
古
文
化
研
究
所
）
部
分
に
番

号
を
加
筆
。

口
絵
４　

深
井
純
氏
撮
影
、
北
島
古
美
術
研
究
所
提
供
。

口
絵
５　

深
井
純
氏
撮
影
。

門
分
野
に
留
ま
ら
な
い
幅
広
い
教
養
が
必
要
と
な
る
。金
工
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

絵
画
や
文
芸
に
対
し
て
も
同
等
に
理
解
を
深
め
、
当
時
の
人
々
の
精
神
に
迫
り
た

い
。
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